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１ 単元名 電磁石の性質 （実践時期 ２月） 

２ 単元について 

 ○ 本単元の指導にあたっては、永久磁石との違いが比較しやすい「電磁石のＮ極とＳ極」を学習の

前半に行うようにした。このとき、実験素材として方位磁針を取り入れる。これにより永久磁石と電

磁石の極の性質の違いを捉えるとともに、磁力の強さに対する方位磁針の針の動き方を通して実感さ

せるようにした。このことは、次の電磁石の磁力の強さを測るものとして、引きつける釘などの数だ

けでなく、電磁石の磁力と方位磁針がふれる距離との関係に気づき、磁力の強さを調べる道具として

も意識されやすくなり単元後半でも児童が積極的に活用し活動が広がると考える。またこのことは、

中学校での「磁界」の学習につながるものであると考えた。 

以下に挙げる実践では「磁力とエナメルの巻き」の関係では、「巻き数」だけでなく「巻き方」に

も着目させるようにした。巻き方に着目させる活動を仕組むことで、巻き方で違う微妙な磁力の変化

でも探究し解決していこうという児童のさらなる探究力の高まりをねらうものとした。 

３ 授業づくりの視点 

   本単元では、１単位時間の導入場面において、児童がどのようにすれば学習問題を自分の問題と

してとらえられるようになるのかについて実践を行った。また事象提示から問題をつかむまでの中

で以下の点をポイントとし授業づくりの視点とした。 

   ・「比較する」ということを大切にした事象提示を行う。 

   ・事象（提示）をどのようにとらえたのか、表出させる。 

   ・とらえた事象の変化の要因となる点を話し合わせる。 

   ・自分のことばで学習問題を立案させる。 

４ 指導計画 全９時間 

  １次 電磁石を作ってみよう（２時間） 

  ２次 電磁石の極の性質を調べよう。（２時間） 

  ３次 電磁石の強さの性質を調べよう。（３時間 本時３／３） 

  ４次 電磁石を使ってものづくりをしよう。（２時間） 

５ 本時の指導（本時７／９） 

（１）本時目標 

  エナメル線の巻き方で、電磁石の磁力の強さが変わるのか、自分なりの考えを持って、方位磁針を

使って変化を調べることができる。 

（２）授業の実際 

主な学習活動と児童の意識 具体的な指導と手だて  ゴシック体は視点に関わる部分 

１ １００回巻きの電磁石ＡとＢを方位

磁針に近づける様子を見て考えられ

る説明の考えを持つ。 

 Ａ 

 Ｂ 

２ 考えについて友達と話し合い、キー

ワードを見出す。 

・ＡとＢは共に１００回巻きのコイルであることを告げ、

通電させ方位磁針に近づけ針が振れる様子を見せる。 

・ＡとＢの方位磁針の針の振れ方の違いについて自分の考え

を持たせ、ノートに書かせる。 

・考えを友達と話合わせ、同じ考え、違う考えを明らかにさせ

る。話し合いの中で調べるキーワードとなることばを見出さ

せるようにした。 

※ 現在附属小理科部では、左記のよう

なことを視点として、実際には「モニ

タリング活動」と称して２１年度研究

発表に向けて実践を重ねているところ

です。 



６ 考察 

  児童が事象提示から問題となる点を見つけるには、事象提示に「比較」ということがポイントにな

ると考えた。そこで、本実践の事象提示では２つのコイル（A:均等に１００回巻いたもの、B:片方に

寄せて１００回巻いたもの）の方位磁針の振れ方を見せ事象を説明させた。児童が説明した例として

「A は全体的に巻いてあるから磁石の力が強くて、B は片方によせて巻いてあるから磁力に違いが出

た。」というようなことが挙げられる。これを児童同士がお互いの説明をモニタリング（調査）するこ

とで、「巻き方」や「巻く位置」というキーワードが見出された。これにより、児童は「本当にエナメ

ル線の巻き方（位置）の違いで磁力にちがいが出るのだろうか」という問題に問題解決への意識が焦

点化されたと考えられる。実際には、ABCD のちがいはほんのわずかであり、児童の実験結果から厳

密に順番を決定することは難しかった。しかし「乱暴な巻き方よりていねいな巻き方」「（引きつけさ

せたい側の）鉄芯に寄せて巻く」の２つの点について、強い電磁石になるコイルの巻き方を導くこと

ができていた。このように、何を解明しようとしているのか、児童自身がはっきりと目的意識を持つ

ことが、児童の確かな実験活動へと向かわせると考える。 

・Ａの方が遠くから針がふれたぞ。 

・ＡとＢは巻き方が違うぞ。 

  ・Ｂは反対の方だったらもっとふれるんじゃないか

な。     キーワード「巻き方」 

３ 学習問題をつかむ。 

 

・ 問題の要因となるキーワードから解決すべき問題を明らか

にさせ、自分のことばで学習問題を立てさせた。 

 

 

 

 

 

 

４ 問題解決の方向性を持ち、チームで

協力して問題を解決する。 

 

 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ｄ 

 

 

 

 

 

５ 各グループの実験結果を出しあい、そ

こから言えることを話し合う。 

・ていねいに巻いた方が強いようだ。 

 ・重ねて集中して巻いた方が強いようだ。

 結論：巻き方で磁力は変わる。 

６ 学習のふりかえりを書く。 

・問題解決に向けて実験で大切なポイントキーワードをカ

ードにチェックさせた。 

・活動意欲を喚起させるために、グループで最も強い巻き

方を選出するように告げた。 

・コイルＡＢＣＤを提示し、個々に結果の予想を立てた後、

実験を行わせた。コイルについて教師が与えた。 

・Ａ～Ｄ以外にも調べてみたい巻き方は、作って試してよ

いとし、巻き方以外の条件はそろえさせた。 

・結果についてグループ内で話し合わせるようにする。 

 

 

 

 

 

・乾電池の消耗やグループ間の微妙な巻き方の違いがある

ため、ＡＢＣＤの厳密な順番の決定はさけるようにした。

 

 

 

・考えたことや思ったことなど感想を書かせる。 

コイルの巻き方で磁力の強さは変わるのか、調べてみよう。 

『王座決定戦！磁力ナンバーワン
の巻き方！！』 

・Ａが一番強いんじゃないかな 
・Ｂは端に巻いた方が磁力が強いぞ。 

 ・すきまがある巻き方ならどうだろう。 

 ・きれいにまいたときとそうでないときは違い

がありそうだ。 

方位磁針の針が

完全に電磁石の

極の方を向くま

での距離を測る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


